
 

 

 

 

 

６月 21 日（月）から７月 2 日（金）までの 10 日間、本校高等部において 5 つの班に分かれ、校内実習を行いまし

た。生徒一人一人が、「働くこと」に関心をもち、将来の社会生活や職業生活に必要な能力を身に付けることを目標に、2

週間の実習に一生懸命取り組みました。  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も近隣の商業施設の協力をいただき、お酒の化粧箱作りやラベル作業など

に取り組みました。自分の目標と反省を廊下に掲示し、いつでも自分で確認できるよう

にし、毎日一歩ずつ自分の課題をクリアするために頑張りました。 

手工芸班では、牛乳パックを使っての製品作り（ポチ袋、コースター、はがき等）のた

め様々な活動を行いました。牛乳パック回収、パックちぎり、ラミネートはがし、裁断機

でのパック切り等、休憩を取りながら集中してそれぞれが活動に取り組みました。 

縫製班では、スラッシュキルト作りやバッグ、弁当袋等の製品作りに取り組みまし

た。報告・相談や作業と休憩のメリハリをつけること等の目標を意識しながら、集中し

て作業に取り組むことができました。 

班の目標の一つ、“みんなと協力して助け合いながら、よい製品を作る”ことを心

掛けて製品作りに取り組みました。先輩の教えは、後輩にしっかりと引き継がれまし

た。 

窯業班では、自分の担当する製品作りの技術向上や、自分から相談や報告、行動

ができることを目標に取り組みました。 
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